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鹿児島県柔道会だより
■発行人：北 哲郎■編集：総務部編集委員会■発行：公益財団法人鹿児島県柔道会(099-222-7770)
☆ 会長 講道館九段昇段 ２日目は，午前中に，講義Ⅳとして福元雅
北哲郎会長が，講道館創立１４０周年にあ 一七段（鹿児島県警）による「国際柔道連盟

わせて，４月２８日付けで講道館九段に昇段 試合審判規定・少年大会特別規定」について
され，同日，講道館で昇段証書を授与されま の講義，講義Ⅴとして熊井康浩六段（鳳凰高
した。また，その後の記念祝賀会では昇段者 校）による「登録関係・コンプライアンス
代表としてあいさつされました。 関係」についての説明と山崎逸郎八段（県柔
会長は，１月に日本武道協議会武道功労者 道会）による「昇段関係」の説明が行われま

表彰も受賞されており，連続の朗報を受け， した。
本県柔道会では，祝賀会を開催する予定です。 午後からは，実技Ⅱとして前日に引き続き，

鮫島先生と山野五段，古賀五段の演技による
「投の形・活法」がありました。
→最後に，令和４年度国体強化委員任命式が
あり，講習会の全ての日程を終了しました。
平日の２日間の開催にもかかわらず，県下

各地からスポ ーツ少年団指導者をはじめ中
学校・高等学校・大学の柔道部の指導者，警
察署・刑務所の柔道関係者，一般の柔道愛好
家ら約１７０名を超える指導者が集まり，熱
心に受講していました。

【令和４年５月２５日付南日本新聞】

☆ 県指導者講習会
５月２３日（月），２４日（火）の２日間，

県総合体育センタ－との共催で西原商会アリ
ーナ武道場で開催されました。これまで２年
間は，コロナ感染症拡大に伴い中止されまし
たが，今年は，会場を県総合体育センター武
道館から収容人数の多い西原商会アリーナ武
道場に移し，講道館参与の鮫島元成八段を講
師としてお招きして実施しました。
鮫島先生には，「柔道理論」の講義と投の

形や活法の実技を指導していただき，その中
で，投の形について，１日目は１時間，２日
目は２時間にわたり，それぞれの動作に込め
られた意味や理合いについて丁寧にご指導頂
きました。
１日目は，開講式に続き講義Ⅰとして鮫島

先生の「柔道理論」の講義があり，午後から
は，実技Ⅰとして，鮫島先生と山野修五段（坂
元中学校），古賀陽佑五段（中種子中学校）
の演技により「投の形・活法」の指導があり
ました。続いて，講義Ⅱとして中尾小都枝五
段（県柔道会）による「安全指導」，講義Ⅲ
として中村勇六段（鹿屋体育大学）による「公
認指導者資格関係」の講義が行われました。
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次の文章は，月刊誌「柔道」令和４年８月 作の理屈も交えて説明があり，これまで何気
号に掲載される，鹿児島県開催の「講道館講 なく行っていた動作一つひとつの意味を理解
習会」報告として，鹿倉貢理事が寄稿した文 することができました。また，試合中に絞め
章です。 技で競技者が意識消失（「落ち」）した場合

に，その場の体勢（伏臥・仰臥）に応じた活
「講道館講習会」 法の仕方など，有意義な二日間にわたる実技
公益財団法人鹿児島県柔道会では，鹿児島 講習となりました。

県総合体育センターとの共催で毎年「柔道指 その他の講義は本会の理事が担当し，それ
導者講習会」を開催しています。ここ２年は ぞれが資料に基づいての説明や，パワーポイ
新型コロナウィルス感染症の感染予防の観点 ントを交えての説明を行い，３年ぶりという
から開催を中止しておりましたが，今年度は こともあり受講者も熱心に受講していまし
去る５月２３日（月）・２４日（火）の二日 た。
間の日程で３年ぶりに開催しました。 閉講式では北会長より「今回の受講の成果
各競技団体が実施する指導者講習会の中で を本人だけの知識にとどめることなく，今後

も，県の教育機関との共催で継続して開催し の指導に生かして欲しい。そして今後の本県
ているのは柔道競技だけであり，昭和５１年 柔道の更なる普及・発展と次年度開催の国体
に開催してから今年度で４７年目（４５回目） への強化にも繋がっていくことを祈念する。」
を迎える伝統と格式のある講習会でありま という旨の挨拶があり閉講となりました。
す。 今年も２０代から８０代まで幅広い１７３
参加者は，学校の部活動や授業に関わる教 人の参加者を得ての開催でしたが，主催者と

員をはじめ，スポーツ少年団の指導者，警察， してはコロナ禍を踏まえ，体調管理や検温，
刑務所，自衛隊，柔道整復師等柔道に関わる 消毒，換気，密にならないよう必要最小限の
方々が対象となり，毎年２００人余りの参加 接触と会話等感染防止対策に細心の注意を払
があります。関係者にとりましてはある意味 い，成功裏に終了することができました。
毎年開催される柔道愛好家の同窓会のような 昨今の柔道人口を見ると登録者数が減少し
様相も呈しており，以前は１日目の夜に盛大 ていますが，本県も他県に違わず減少してお
な懇親会も開かれていましたが，コロナ禍の り，登録者数を増やすことが喫緊の課題であ
今は自粛せざるを得ません。 ります。この１０年間の本県の児童生徒数（小
さて，講習会にはこれまでも上村春樹講道 ・中・高・特別支援）をみると約１万５千人

館長や山下泰裕全柔連会長をはじめ著名な方 減少しており，この傾向はさらに続いていく
々を招聘して講義や実技指導をお願いしてい 状況の中，柔道人口を増やすためには，スポ
ましたが，今年度は講道館参与の鮫島元成先 ーツ少年団や町道場への加入者増が必須で
生に講師として来ていただきました。先生に す。また，文部科学省では「学校の働き方改
は一昨年から講師をお願いしておりましたが 革」や「部活動ガイドライン」を踏まえ，今
中止のため３年目の実現となりました。 後令和５年度までに学校部活動から「地域部
→開講式では今年４月に九段に昇段された北 活動」への移行を目指すとしており，スポー
哲郎会長から「３年ぶりの開催を慶ぶととも ツ少年団から中学校に入学した生徒の受け皿
に実りある会となることを祈念する。」旨の となる地域での指導者の養成が重要となりま
挨拶があり，その後講義「柔道理論」，午後 す。
からは実技「投の形」・「活法」，講義「安全 本講習会は，地域に根差した柔道指導者を
指導」・「公認指導者資格関係」があり，２ 養成するために大きな役割を果たしていま
日目は午前中に講義「国際柔道連盟試合審判 す。今後ますます本講習会が充実し，柔道人
規定」（主に改正点）・「少年大会特別規定」， 口が増え，ひいては競技力の向上や柔道愛好
更に講義「登録関係」・「コンプライアンス 者の健康維持に繋がっていくことを願ってや
関係」・「昇段関係」，午後は実技「投の形」 みません。
・「活法」の後，令和４年度国民体育大会強
化委員任命式を行い閉講となりました。
鮫島参与による講義では，柔道の歴史や修

行の目的，目的達成の手段，目的達成のため
の具体的な知識，礼法，基本動作，技の理合
等々多くの史料等を基にまとめられた配布資
料により説明があり，受講者全員がその内容
に聞き入っていました。
同じく実技「投の形」では，それぞれの動
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☆ 県下柔道少年指導者研修会 【女子団体】

および錬成会の案内 １位 鹿児島南高校
本年度から全国小学生学年別柔道大会が廃 ２位 国分中央高校
止されることになり，代表者を選考する必要 【男子個人】
はなくなりましたが，本県では少年柔道のあ ６０ｋｇ級 加藤 匠（明桜館高校）
り方を再考するよい機会ととらえ，県大会を ６６ｋｇ級 宮﨑心之介（鹿児島情報高校）
予定していた日を活用し，選手・指導者・審 ７３ｋｇ級 兒玉鼓太郎（鹿児島情報高校）
判等少年柔道に関してのイベントを開催しま ８１ｋｇ級 落合 冠太（鹿児島情報高校）
す。なお，会場の入場制限があるため，入場 無差別 吉川 巧真（明桜館高校）
調整をすることがあります。 【女子個人】

４８ｋｇ級 鬼塚奈瑠美（鹿児島南高校）

《 郷土選手の活躍 》 ５２ｋｇ級 宮里 望美（鹿児島南高校）
本県出身の選手が，全国大会や国際大会で ５７ｋｇ級 中田 舞（鹿児島南高校）

活躍し，上位入賞しました。選手の皆さん， ６３ｋｇ級 鳥越小有希（鹿児島南高校）
おめでとうございます。 無差別 瀧川 七花（鹿児島南高校）

・全日本選抜柔道体重別選手権大会 ※１月２３日，２４日の実施予定の第６２回
４月２日～３日 福岡国際センター 鹿児島県高等学校柔道選手権大会は，２月１

【男子】 ４日，１５日に延期したが，新型コロナウイ
☆６０ｋｇ級 ルス感染症の状況により中止とし，規模を縮
福田 大悟（日本エースサポート）１回戦敗退 小して２月２７日（日）に全国高等学校柔道

☆６６ｋｇ級 選手権大会選考会として，男子団体は，県新
内村 光暉（自衛隊体育学校）３位 人大会上位４校，女子団体は同大会上位２校，

☆７３ｋｇ級 また男女個人は無差別の試合を，西原商会ア
内村 秀資（東海大学）１回戦敗退 リーナ武道場で無観客で実施した。なお，男

【女子】 女団体と無差別級１位以外の，男子個人６０
☆６３ｋｇ級 ㎏級，６６㎏級，７３㎏級，８１㎏級及び女

幸田 奈々(自衛隊体育学校)１回戦敗退 子個人４８㎏級，５２㎏級，５７㎏級，６３
☆７８ｋｇ級 ㎏級は，県高校新人大会優勝者を代表とした。

濵田 尚里（自衛隊体育学校）１位
髙山 莉加（三井住友海上） ２位 全国高等学校柔道選手権大会

☆７８ｋｇ超級 ３月２０日（日）～２１日（月・祝）
稲森 奈見（日本エースサポート） ３位 日本武道館

【男子個人】

《各種大会の成績(２月～６月)》 ☆６０ｋｇ級 加藤 匠（明桜館高校）３位
【女子個人】

※ コロナ感染拡大防止のため，以下の大会 ☆５２ｋｇ級 宮里 望美（鹿児島南高校）３位
は中止としました。 ☆６３ｋｇ級 鳥越小有希（鹿児島南高校）３位
・県柔道選手権大会，県女子柔道選手権大会

１月２２日（土）

・県下中学校新人柔道大会（北哲郎旗争奪戦） 県下少年新人柔道大会
１月２３日（日） ３月１３日（日） 国分武道館

全国高等学校柔道選手権大会 １位 柔心館道場

鹿児島県予選会 ２位 南種子柔道スポーツ少年団
２月２７日（日）西原商会アリーナ武道場 ３位 山川武道館柔道スポーツ少年団

【男子団体】 ※１月２２日（土）に西原商会アリーナで実
１位 鹿児島情報高校 施予定だった第３９回県下少年新人柔道大会
２位 明桜館高校 は，新型コロナウイルス感染症の状況により
３位 鹿児島実業高校 ３月１３日（日）に延期し，国分武道館にて
３位 鹿児島工業高校 実施した。
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県高等学校柔道競技大会 ◇５２㎏級
６月１日（水）～２日（木） １位 宮里 望美（鹿児島南高校）
西原商会メインアリーナ ２位 三井 咲花（国分中央高校）

◇５７㎏級
【団体】 １位 中田 舞（鹿児島南高校）
１位 明桜館高校 ５年ぶり６回目 ２位 東郷 紅葉（国分中央高校）
２位 鹿児島情報高校 ◇６３㎏級
３位 鹿児島実業高校 １位 鳥越小有希（鹿児島南高校）
４位 鹿児島工業高校 ２位 平 愛菜美（国分中央高校）

◇７０㎏級
【個人】 １位 瀧川 七花（鹿児島南高校）
◇６０㎏級 ２位 岩佐 思花（国分中央高校）
１位 加藤 匠（明桜館高校） ◇７８㎏級
２位 庵地日凪太（鹿児島工業高校） １位 福山 琴子（国分中央高校）

◇６６㎏級 ２位 木村 碧衣（鹿児島南高校）
１位 石原 太洋（鹿児島水産高校） ◇７８㎏超級
２位 満永 朝郎（鹿児島工業高校） １位 屋 美来（鹿児島南高校）

◇７３㎏級 ２位 川地 智（鹿児島情報高校）
１位 兒玉鼓太郎（鹿児島情報高校）
２位 岩元 拓海（明桜館高校） ※団体・個人各１位は，８／６(土)～１０

◇８１㎏級 (水)の全国総体（愛媛県松山市）の出場権を
１位 落合 冠太（鹿児島情報高校） 獲得，また１･２位は，６／１８(土)・１９
２位 中薗 勇輝（鹿児島情報高校） (日)の九州総体（熊本県山鹿市）の出場権を

◇９０㎏級 獲得。
１位 田下 誠（鹿児島実業高校）

２位 天達 朝日（明桜館高校） 県下中学校柔道大会
◇１００㎏級 ６月４日（土）西原商会アリーナ武道場
１位 長友 洸樹（鹿児島情報高校）
２位 大野 佑真（鹿児島情報高校） 【男子団体】

◇１００㎏超級 １位 鹿屋東中学校
１位 吉川 巧真（明桜館高校） ２位 中種子中学校
２位 杉田悠乃介（鹿児島情報高校） ３位 舞鶴中学校

３位 川内中央中学校
※団体・個人各１位は，８／６(土)～１０
(水)の全国総体（愛媛県松山市）の出場権を 【男子個人（無差別）】
獲得，また１･２位は，６／１８(土)・１９ １位 外園 海晴（鹿屋東中学校）
(日)の九州総体（熊本県山鹿市）の出場権を ２位 塗木 達人（財部中学校）
獲得。 ３位 濵之上晴純（三笠中学校）

３位 德永 丈（中種子中学校）

県高等学校女子柔道競技大会
６月１日（水）～２日（木） 【女子団体】
西原商会メインアリーナ １位 財部中学校

２位 金久中学校
【団体】 ３位 舞鶴中学校
１位 鹿児島南高校 ４大会連続２１回目 ３位 重富中学校
２位 国分中央高校
３位 鹿児島情報高校 【女子個人（無差別）】
４位 鳳凰高校 １位 山元 夏姫（加治木中学校）

２位 山﨑 柚（舞鶴中学校）
【個人】 ３位 石原 南音（里中学校）
◇４８㎏級 ３位 鮫島 実柚（財部中学校）
１位 鬼塚奈瑠美（鹿児島南高校）
２位 山下愛香里（鹿児島南高校）
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県ジュニア柔道体重別選手権大会 ◇７０ｋｇ級
６月５日（日） 西原商会アリーナ武道場 １位 瀧川 七花（鹿児島南高校）

２位 岩佐 思花（国分中央高校）
【男子】 ◇７８ｋｇ級
◇６０ｋｇ級 １位 木村 碧衣（鹿児島南高校）
１位 前田 竜輔（鹿屋体育大学） ２位 福山 琴子（国分中央高校）
２位 金井 拓真（鹿屋体育大学） ◇７８ｋｇ超級

◇６６ｋｇ級 １位 日髙 葵（種子島中央高校）
１位 山口 愛斗（鹿屋体育大学） ２位 松元 愛奈（鹿児島南高校）
２位 柴田 渚（鹿屋体育大学）

◇７３ｋｇ級 ※各階級上位男子２名，女子２名は,７月３
１位 田上 知歩（鹿屋体育大学） 日（日）の九州大会県代表として出場資格を
２位 浮津 琉矢（鹿屋体育大学） 得る。

◇８１ｋｇ級
１位 渡野 大地（鹿屋体育大学） 主な行事予定（６月～９月）
２位 中村 絢（鹿屋体育大学）

◇９０ｋｇ級 ６月２５日(土) 県下柔道少年指導者研修会
１位 中川 晃希（鹿屋体育大学） および錬成会
２位 大辻 雄史（鹿児島情報） 西原商会アリーナ

◇１００ｋｇ級 ７月２６日(火) 県中学校総体柔道競技
１位 山口 航暉（鹿屋体育大学） ～２７日(水) サンアリーナ川内
２位 西丸 知良（鹿児島大学） ８月２２日(月) 本部夏期講習会 柔道会館

◇１００ｋｇ超級 ～２７日(土)
１位 小川 琢摩（鹿屋体育大学） ８月２８日(日) 夏季昇段試験 柔道会館
２位 吉川 巧真（明桜館） ９月 ４日(土) 推薦昇段(五段以下)審議会

柔道会館
【女子】 ９月１８日(日) 第７５回県民体育大会柔道
◇４８ｋｇ 競技 鹿屋市武道館
１位 原田菜々子（鹿屋体育大学）
２位 城戸 鼓夢（鹿屋体育大学） 【編集後記】

◇５２ｋｇ 柔道会便り５１号より，県柔道会ホームペ
１位 三井 咲花（国分中央高校） ージ上での配信になります。引き続きご愛読
２位 須田 菜月（鹿屋体育大学） をよろしくお願いします。

◇５７ｋｇ級 (文責：田島)
１位 東郷 紅葉（国分中央高校）
２位 中田 舞（鹿児島南高校）

◇６３ｋｇ級
１位 鳥越小有希（鹿児島南高校）
２位 中武 叶愛（鹿屋体育大学）


